
 こころの窓 R５.7.７                       

          

 

体育館や図書館の入り口、中央廊下や来賓玄関に、いろ

んな七夕飾りが並びました。毎年の光景ですが、季節を感

じてよいものです。 

笹に飾る短冊は、古くは和歌を書いて学問や書道等の上

達を願っていたようです。今では子どもたちの願いを書く

ことが一般的ですね。さて、今年はどんなことが書いてあ

るのでしょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「いつもたのしいことがおきるせかいになりますように」 

  世界のみんなのために、こんなことを願ってくれて 

ありがとう。 

「かぞくとけんこーにくらせますように」 

  何より大事なことです。わたしも祈ります。 

「うちゅうひこうしになれますように」 

  ぜひ、なってください。応援しています。 

「みんなが、しやわせになりますように」 

  そんなことを言ってくれるだけで私はしあわせです。 

「せがたかくなりたいです」 

              いっぱい食べて、いっぱい寝てくださいね。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 夏休みまであと 2 週間と 2 日。プールの学習も本格的になってきました。体をしっかり鍛

えて、暑さに負けない夏休みを迎えられるようにしてくださいね！  



 

 

 

 

ササと七夕飾りのアレンジメント 4 年生の作です 

年中行事をいつも大事にしてくださっている図書館の掲示 

この時期の図書館は、七夕や夏の昆虫採集の本でいっぱいです。 


